
(57)【要約】

【目的】音響レンズの位置決めを容易にしたラジアル型

探触子を提供する。

【構成】複数の圧電素子が円柱保持体の外周に並べられ

た圧電素子と、前記圧電素子を周回する円筒状の音響レ

ンズとを備えてなるラジアル型の超音波探触子において

、前記音響レンズの一端側には前記円柱保持体の一端部

端面と衝止する係止部を設けた構成とする。前記係止部

は前記音響レンズの一端側を有底筒体とする。また、前

記円柱保持体は両端が開口した円筒状とし、前記音響レ

ンズの係止部はＬ字状として溝を形成する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 圧 電 素 子 が 円 柱 保 持 体 の 外 周 に 並 べ ら れ た 圧 電 素 子 群 と 、 前 記 圧 電 素 子 を 周 回 す
る 円 筒 状 の 音 響 レ ン ズ と を 備 え て な る ラ ジ ア ル 型 の 超 音 波 探 触 子 に お い て 、 前 記 音 響 レ ン
ズ の 一 端 側 に は 前 記 円 柱 保 持 体 の 一 端 部 端 面 と 衝 止 す る 係 止 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る
超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 係 止 部 は 前 記 音 響 レ ン ズ の 一 端 側 を 有 底 筒 体 と す る 請 求 項 １ の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 円 柱 保 持 体 は 両 端 が 開 口 し た 円 筒 状 と し 、 前 記 音 響 レ ン ズ の 係 止 部 は Ｌ 字 状 と し て
溝 を 形 成 す る 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ラ ジ ア ル 型 の 超 音 波 探 触 子 （ 以 下 、 ラ ジ ア ル 型 探 触 子 と す る ） を 技 術 分 野 と し
、 特 に 音 響 レ ン ズ を 改 良 し た ラ ジ ア ル 型 探 触 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
（ 発 明 の 背 景 ） 超 音 波 探 触 子 は 例 え ば 医 用 の 超 音 波 診 断 装 置 に 使 用 さ れ る 超 音 波 の 送 受 波
部 と し て 知 ら れ る 。 こ の よ う な も の の 一 つ に 例 え ば 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る ラ ジ ア ル 型 探 触 子
が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
（ 従 来 技 術 の 一 例 ） 第 ５ 図 は 一 従 来 例 を 説 明 す る ラ ジ ア ル 型 探 触 子 の 図 で 、 同 図 （ ａ ） は
組 立 分 解 図 、 同 図 （ ｂ ） は 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ラ ジ ア ル 型 探 触 子 は 基 台 と し て の 円 柱 保 持 体 １ に 複 数 の 圧 電 素 子 ２ を 幅 方 向 に 並 べ て 周
回 し た 圧 電 素 子 群 ２ Ａ を 有 す る 。 そ し て 、 圧 電 素 子 ２ 上 に 音 響 レ ン ズ ３ が 被 着 さ れ て な る
。 圧 電 素 子 ２ は 例 え ば ゴ ム 状 と し た バ ッ キ ン グ 材 ４ に 圧 電 素 子 ２ を 並 べ ら れ る 。 そ し て 、
各 圧 電 素 子 ２ の 前 面 に 図 示 し な い 音 響 整 合 層 を 設 け た 後 、 バ ッ キ ン グ 材 ４ を 円 柱 保 持 体 １
に 巻 き つ け て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 音 響 レ ン ズ ３ は 両 端 が 開 口 し た 円 筒 状 と し 、 圧 電 素 子 ２ の 長 さ 方 向 に 曲 率 を 有 す る レ ン
ズ 部 ３ ａ と 両 側 の 平 板 部 ３ ｂ か ら な る 。 レ ン ズ 部 ３ ａ は 圧 電 素 子 ２ の 長 さ に 概 ね 同 一 長 さ
と し 、 レ ン ズ 部 ３ ａ と 圧 電 素 子 ２ の 中 心 を 一 致 さ せ る 。 こ れ ら は 、 図 示 し な い 接 着 剤 に よ
っ て 音 響 整 合 層 上 に 固 着 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
（ 従 来 技 術 の 問 題 点 ） し か し な が ら 、 上 記 構 成 の ラ ジ ア ル 型 探 触 子 で は 、 円 筒 状 と し た 音
響 レ ン ズ ３ の 位 置 合 わ せ を 困 難 に す る 問 題 が あ っ た 。 こ の 場 合 、 音 響 レ ン ズ ３ と 圧 電 素 子
２ と の 中 心 位 置 が ず れ て 例 え ば 圧 電 素 子 ２ か ら の 不 要 な 超 音 波 を 生 ず る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
（ 発 明 の 目 的 ） 本 発 明 は 音 響 レ ン ズ の 位 置 決 め を 容 易 に し た ラ ジ ア ル 型 探 触 子 を 提 供 す る
こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 （ 請 求 項 １ ） に 示 し た よ う に 、 複 数 の 圧 電 素 子 が 円 柱 保 持 体
の 外 周 に 並 べ ら れ た 圧 電 素 子 と 、 前 記 圧 電 素 子 を 周 回 す る 円 筒 状 の 音 響 レ ン ズ と を 備 え て
な る ラ ジ ア ル 型 の 超 音 波 探 触 子 に お い て 、 前 記 音 響 レ ン ズ の 一 端 側 に は 前 記 円 柱 保 持 体 の
一 端 部 端 面 と 衝 止 す る 係 止 部 を 設 け た 構 成 と す る 。
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【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 音 響 レ ン ズ は 圧 電 素 子 に 対 し て 位 置 決 め さ れ て 被 着 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 示 し た よ う に 、 請 求 項 １ の 前 記 係 止 部 は 前 記 音 響 レ ン ズ の 一 端 側 を
有 底 筒 体 と す る 。 こ の 場 合 、 音 響 レ ン ズ の 底 部 に 接 着 剤 を 貯 留 し て 、 円 柱 保 持 体 を 挿 入 す
る 。 こ れ に よ り 、 接 着 剤 が 円 柱 保 持 体 と 音 響 レ ン ズ と の 間 に 侵 入 し て 這 い 上 が る の で 、 被
着 （ 固 着 ） 作 業 を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 同 請 求 項 ３ で は 、 請 求 項 １ の 前 記 円 柱 保 持 体 は 両 端 が 開 口 し た 円 筒 状 と し 、 前 記 音 響 レ
ン ズ の 係 止 部 は Ｌ 字 状 と し て 溝 を 形 成 す る 。 こ れ に よ り 、 円 柱 保 持 体 の 外 周 壁 が 溝 に 挿 入
さ れ 、 前 述 の よ う に 接 着 剤 が 這 い 上 が る の で 作 業 を 容 易 に す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 １ 図 は 本 発 明 の 一 実 施 例 を 説 明 す る ラ ジ ア ル 型 探 触 子 の 断 面 図 で あ る 。 な お 、 前 従 来
例 と 同 一 部 分 に は 同 番 号 を 付 与 し て そ の 説 明 は 簡 略 又 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ラ ジ ア ル 型 探 触 子 は 、 前 述 同 様 に 、 複 数 の 圧 電 素 子 ２ が 幅 方 向 に 円 柱 保 持 体 １ の 外 周 に
並 べ ら れ た 圧 電 素 子 群 ２ Ａ 、 及 び 圧 電 素 子 群 ２ Ａ を 周 回 し て 被 着 さ れ る 円 筒 状 の 音 響 レ ン
ズ ３ と を 備 え て な る 。 そ し て 、 こ の 実 施 例 で は 、 音 響 レ ン ズ ３ は 一 端 側 の 平 板 部 ３ ｂ を 延
出 し て 有 底 筒 体 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の よ う な も の で は 、 例 え ば 第 ２ 図 （ 組 立 一 部 断 面 図 ） に 示 し た よ う に 、 先 ず 、 有 底 筒
体 と し た 音 響 レ ン ズ ３ の 底 部 に 接 着 剤 ５ を 貯 留 す る 。 次 に 、 圧 電 素 子 群 ２ Ａ が 設 け ら れ た
円 柱 保 持 体 １ の 一 端 側 か ら 挿 入 す る 。 そ し て 、 円 柱 保 持 体 １ の 一 端 を 音 響 レ ン ズ ３ の 内 底
面 に 押 し 付 け て 衝 止 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 音 響 レ ン ズ ３ と 圧 電 素 子 群 ２ Ａ と の 間 隙 に 接 着 剤 ５ が 侵 入 し て 這 い 上 が る
。 そ し て 、 音 響 レ ン ズ ３ が 圧 電 素 子 群 ２ Ａ 上 に 被 着 さ れ る 。 但 し 、 圧 電 素 子 群 ２ Ａ 上 に は
図 示 し な い 音 響 整 合 層 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ ら の こ と か ら 、 有 底 筒 体 と し た 音 響 レ ン ズ ３ の 底 部 が 円 柱 保 持 体 １ の 係 止 部 と し て
機 能 し 、 圧 電 素 子 ２ と レ ン ズ 部 ３ Ａ と の 中 心 を 一 致 さ せ る 。 ま た 、 こ の 例 で は 接 着 剤 ５ を
底 部 に 貯 留 し て 被 着 す る の で 、 作 業 を 容 易 に す る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ３ 図 は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 を 説 明 す る ラ ジ ア ル 型 探 触 子 の 組 立 一 部 断 面 図 で あ る 。 な
お 、 前 第 １ 実 施 例 と 同 一 部 分 の 説 明 は 省 略 又 は 簡 略 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ２ 実 施 例 で は 、 円 柱 保 持 体 を 両 端 が 開 口 し た 円 筒 状 と し 、 圧 電 素 子 群 ２ Ａ が 周 回 し て
配 列 さ れ る 。 な お 、 空 心 部 に は 例 え ば 図 示 し な い カ テ ー テ ル が 挿 通 さ れ る 。 こ こ で の 音 響
レ ン ズ ３ は 、 一 端 側 の 平 板 部 ３ ｃ を 延 出 し て Ｌ 字 状 に 折 曲 し 、 周 回 す る 溝 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 音 響 レ ン ズ ３ の 溝 内 に 接 着 剤 ５ を 貯 留 し 、 円 柱 保 持 体 １ の 外 周 壁 を 溝 内 に 挿 入
し て 一 端 を 溝 の 内 底 面 に 衝 止 す る 。 こ れ に よ り 、 第 １ 実 施 例 と 同 様 に 音 響 レ ン ズ ３ と 圧 電
素 子 群 ２ Ａ と の 間 隙 を 接 着 剤 ５ が 這 い 上 が り 、 音 響 レ ン ズ ３ が 圧 電 素 子 群 ２ Ａ 上 に 被 着 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 場 合 で も 、 音 響 レ ン ズ ３ の 溝 底 部 が 円 柱 保 持 体 １ の 係 止 部 と し て 機 能 し 、 圧 電 素 子
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２ と レ ン ズ 部 ３ Ａ と の 中 心 を 一 致 で き 、 被 着 作 業 を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ 他 の 事 項 ） 上 記 実 施 例 で は 、 い ず れ の 場 合 も 音 響 レ ン ズ ３ は 接 着 剤 ５ を 貯 留 す る 構 造 と
し た が 、 例 え ば 第 ４ 図 に 示 し た よ う に 円 筒 の 一 端 側 の 内 周 に 単 な る フ ラ ン ジ を 設 け て 係 止
部 と し て も よ い 。 こ の 場 合 で も 、 円 柱 保 持 体 １ の 一 端 が 衝 止 し て 音 響 レ ン ズ ３ の 位 置 決 め
を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 各 実 施 例 で は 接 着 剤 ５ を 貯 留 し て 這 い 上 が ら せ た が 、 例 え ば 圧 電 素 子 群 ２ Ａ 上 に
接 着 剤 を 塗 布 し た 状 態 で 音 響 レ ン ズ ５ を 挿 入 し て 固 着 （ 被 着 ） し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 を 説 明 す る ラ ジ ア ル 型 探 触 子 の 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の 作 用 を 説 明 す る ラ ジ ア ル 型 探 触 子 の 組 立 一 部 断 面 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 を 説 明 す る ラ ジ ア ル 型 探 触 子 の 組 立 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 を 説 明 す る 音 響 レ ン ズ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 例 を 説 明 す る ラ ジ ア ル 型 探 触 子 の 図 で 、 同 図 （ ａ ） は 分 解 組 立 図 、 同 図 （ ｂ
） は 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ 　 円 柱 保 持 体 、 ２ 　 圧 電 素 子 、 ２ Ａ 　 圧 電 素 子 群 、 ３ 　 音 響 レ ン ズ 、 ４ 　 バ ッ キ ン グ
材 、 ５ 　 接 着 剤 。
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